
























































別留学生数を見ると、ここ 2、3 年でベトナム出身の留学生が急増し、2015 年 5 月現在
38,882 人と中国に次ぐ第 2位となっている（表 1）。また、ベトナム国内でも日本語を学ぶ
人々が増加している。ベトナムでは、2003 年から中学校や高校で日本語が第一外国語科目
として取り入れられていることもあり、国際交流基金「2012 年度日本語教育機関調査」に















































































（uncertainty avoidance）（弱↔強）、長期志向（long-term orientation）－短期志向（short-term 
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　PJCは（表 2）の記載の通り、基礎知識編（18 問）と事例編（32 問）で構成され、各問
題は 4つの選択肢から 1つを選ぶマークシート形式である。得点は、各 2点の問題が 50 問
あり、100 点（2点×50 問）満点換算である。
調査対象：PJCの受験者データとPJCの問題と解答・解説
データ期間と場所：2014 年 1 月～ 2015 年 11 月日本、2015 年 3 月ベトナム
分析手法：定量分析（統計分析）と定性分析（問題文の分析）
なお、分析結果を補完するため、筆者が 2016 年 3 月に行ったホーチミンでの日系企業従業
員（ベトナム人、日本人）のインタビュー結果も適宜引用する。
表 4　調査対象者の構成
人数（人） 平均年齢（歳） 男比率（％） 平均点（点）
ベトナム人 182 22.9 33.0％ 35.7
ベトナム在住  96 22.0  4.2％ 34.4
日本在住  86 24.0 65.1％ 37.3
ベトナム人以外 329 24.8 50.8％ 62.4






































表 5　居住国別ベトナム人及びその他外国人の平均値と標準偏差及び t 検定の結果
①ベトナム居住ベトナム人 ②日本居住ベトナム人
t 検定平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
総得点 34.35  9.77 37.26 12.23 0.08 n.s.
①ベトナム居住ベトナム人 ③日本居住その他外国人
t 検定平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
総得点 34.35  9.77 62.40 19.28 0.00＊＊
②日本居住ベトナム人 ③日本居住その他外国人
t 検定平均値 標準偏差 平均値 標準偏差




表 6　ベトナム人とその他外国人の正答率の平均値と標準偏差及び t 検定の結果
ベトナム人（n＝182） その他外国人（n＝329）
t 検定平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
基礎知識編  0.37  0.14  0.64  0.21 0.00＊＊
事例編  0.35  0.13  0.61  0.20 0.00＊＊
社内コミュニケーション  0.36  0.13  0.63  0.21 0.00＊＊
社外コミュニケーション  0.35  0.13  0.62  0.20 0.00＊＊
















































事例編 来客応対 受付担当者不在時の代わりの対応 10.44 37.08
事例編 会議・打ち合わせ 会議において担当部署の責任の慣習 17.03 54.41
事例編 面接 面接官の質問の意図を読み取る 19.78 56.53
基礎知識編 効率的な仕事の進め方 名刺交換の仕方 20.33 53.50




事例編 接遇・接客 接客時に必要な代案・提案の工夫 67.03 79.94
基礎知識編 人間関係の作り方 あいづちの打ち方 65.93 75.99
事例編 接遇・接客 接客時に必要な言い回し 59.34 83.89
基礎知識編 社会人としての心構え 日本企業で求められる勤労意識 55.49 85.71
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